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論文内容の要旨
本論文は，不均一磁界下における静磁表面波・磁気弾性表面波の励振ならびに半導体中のキャリア
波との相互作用による圧電体-磁性体の層状被合系を伝搬する磁気弾性表面波の増幅に関する研究の
成果をまとめたもので，以下の 5 章からなっている。
第 1 章「緒論」では，磁性体を伝搬する磁気波および弾性波との混成モードである磁気弾性波の伝
搬特性，ならびにそれらの波動のマイクロ波回路素子への応用に関する研究の歴史的な流れの大要を
述べ，従来の研究の問題点を示すとともに本研究の位置付けをして，本研究の目的および意義につい
て述べている。
第 2 章「不均一磁界下における静磁表面波・磁気弾性表面波」では，磁気シールドによる不均一磁
界の発生と，それによる波数の大きな静磁表面波の励振あむ、よび
ている O まずず、，静磁表面波の共鳴モ一ドと共鳴磁界について述べ 磁{性生体試料の内部磁界と j波皮動の伝
搬について議論しているO 次に，中空円筒による磁気シールドについて述べ，磁気シールドによる不
均一磁界の発生と静磁表面波・磁気弾性表面波の伝搬媒質である磁'陀体平板試料への印加磁界の制御
むよび波動の伝搬特性について議論している。そして，平板試料の一部を磁気的にシールドし，内部
磁界の変化を大きくすることによる静磁表面波・磁気弾性表面波の励振について実験的検討を加え，
一様な印加磁界下における場合よりも励振可能な波数が大きくなることを示すとともに，静磁表面波
のカットオフ磁界よりも低磁界側に磁気弾性表面波によるものと考えられる新しい共鳴吸収が得られ
ることを示している。
第 3 章「圧電体一磁性体系における磁気弾性表面波」では，圧電弾性波と磁気弾性表面波との結合
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について考察し，その結合モードは圧電弾性ラブ波と静磁表面波が結合した磁気弾性ラブ波となるこ
とを示している。まず，層;1犬 l媒質における弾性波，すなわち，ラブ波と磁気波との結合について述べ，
圧電体-磁性体系における磁気弾性ラブ波の分散関係を導出し，次に，圧電効果による磁気弾性ラブ
波の伝搬特性への影響について，数値計算により検討を加えている。そして，このような系を伝搬す
る磁気弾性ラプ波は，磁気波ρ特徴である磁界制御性と圧電弾性波として電気的な特性とを兼備えた
波動となることを示している。
第 4 章「キャリア波による磁気弾性表面波の増幅」では，圧電体一磁性体一半導体の層状複合系に
おける磁気弾性表面波(磁気弾性ラブ波)が，磁界制御による非可逆可変遅延特性を有するとともに，
キャリア波との相互作用による増幅特性が通常の圧電弾性波と同程度となるため，増幅機能を有する
磁界制御による非可逆可変遅延素子への応、用が期待できることを示している。
第 5 章「結論」では，不均一磁界下における静磁表面波・磁気弾性表面波の励振ならびにキャリア
波との相互作用による磁気弾性表面波の増幅に関する本研究で得られた結果を総括し，今後に残され
た問題点について述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は不均一磁界を用いた静磁表面波および磁気弾性表面波の励振ならびに増幅の問題について
の研究成果をまとめたもので，多くの新しい知見を得ているが，そのうち主たる成果は次のように要
約される。
(1) 平板磁性体試料の内部磁界の勾配の制御法として，中空円筒磁性体を用いた部分的な磁気シール
ドによる方法を提案し，凹形磁界分布に伴う静磁表面波の共鳴モード間隔が広くなることを近似理
論，および実験により確認している。
(2) 適当な磁気シールドにより 静磁表面波のカットオフ磁界よりも低磁界側で，磁気弾性表面波に
よるものと考えられる新しい共鳴スペクトルを初めて観測し 本提案の有用性を示している。
(3) 圧電体層と金属膜をコーティングした磁性体基板よりなる層状媒質における磁気弾性表面波の分
散関係を導出して，電気的な性質をも兼備えた磁気弾性ラブ波として伝搬することを示し，かつ半
導体中のキャリア波との相互作用による伝搬特性を明らかにしている。
(4) r~j~己の相互作用による磁気弾性ラブ波の増幅係数を導出し，その増幅度が，圧電体にむける弾性
表面波の場合と同程度になることを示し 増幅機能を有し，磁界制御による非可逆可変遅延素子へ
の応用に期待が持てることを示している。
以上のように本論文は静磁表面波 磁気弾性表面波の励振ならびに増幅に関する多くの重要な新知
見を含み，電千工学に寄与する所が大きしミ。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
-368-
